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酸化ストレスをめぐって
血管リモデリングと酸化ストレス

長谷部直幸
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血管リモデリングと酸化ストレス
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１血管リモデリングにおけるサイトカイン・

ＮＯとアポトーシス'9）

’）培養平滑筋細胞における検討

培養巾管平滑筋細胞では，サイトカイン(''戸

1β，IFN一γ）の添加によってＮＯ産生が増加

する。インスリン抵抗性改善薬であるthiazoli‐

dine誘導体(pioglitazone，troglitazone）は，そ

れ自体ではＮＯ産生に何ら影響をもたらさない

が，サイトカインの存在下ではＮＯ産生を爆発

的に増強する（図１)。この作用は，PPAＲγの

リガンドであるＰＧＪ２には認められないため,

PPARyを介さない作用であると考えられた。

また，thiazolidine誘導体によるこのＮＯ産生の

はじめに

すべての生活習慣病は｢酸化ストレス病｣の側

面を有している。標的臓器障害である脳･心･腎

合併症の各病態に共通するのは血管病としての

背景であり，内皮障害を含む血管病変の予防と

管理がこれらの病態に対する本質的な治療と考

えられる。本シンポジウムでは，血管リモデリ

ングにおける酸化ストレスに関するわれわれの

基礎的検討を紹介する。
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図１サイトカイン(11戸1β，IFN-γ）存

在下におけるＮＯ産生とpioglita‐

Zone，troglitazone，PGJ2の効果(文

献１９より）
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図２サイトカイン（11戸１β，IFN_γ）存在下にお

けるiNOS発現とpioglitazone(PGZ）の効果

（文献１９より）
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